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概要
77 
褐虫藻と共生する二枚貝シャ コガイ 類， リューキューアオイ ．オオヒシガイ ，カワ ラガイを比較した。オ
オヒシガイ型の共通祖先から殻が薄く光を通すリューキュ ーアオイ型と水管部外套．殻が巨大化したシャコ
ガイ型の二系統の進化がみられる。
本誌 1号にシャ コガイ の目について紹介した中でつぎのような事を述べた。シャ コガイは褐







は別報するので，ここでは両貝を紹介 しシ ャコガイ類，リュ ーキュ ーアオイと比較する。
6 
リューキ ューア オイと シャ ゴウ幼貝で類似点が見られ，ヒメ ジャ コの発生観察は，これを確




























a ヒメジャコ ，b シャ ゴウ幼貝， c リュ ーキューアオイ ，d カワラガイ， e オオヒシ





























a ヒメジャコ（前面）， b シャゴウ幼貝（前面）， C リューキューアオイ， d カワラ
ガイ， e オオヒシガイ， f ハートガイ
破線は殻の中央線
80 川 口四郎

























種 名 水管部 稜線 中央線 前半 合計
カワラガイ 1. 0 11 15 16 31 
オオヒシガイ 10 11 16 17 33 
ハートガイ 14 15 15 14 29 
リューキューアオイ 17 17 17 16 33 
シャゴウ幼貝 8 ， 12 12 24 
ヒ メジャコ ， 6 12 12 24 
ナガジャ コ ， '6 11 11 22 





9-12肋部が伸出す。また ，殻の成長最大も第 6肋になり ，ここに稜線が移って成大型となる。
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